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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

自治振興センター及び地域の防災センターとしての機能を備えた南信濃地域交流センターは、まちづくり委員会や公民館活動の

拠点施設としての利用のほか、飯田市及び長野県の南の玄関口にあたるという好条件から、浜松市をはじめ都市部との交流拠点

や情報発信の場しても各方面から大いに期待されている。

改革改善

の考え方

①問題

点

施設維持管理費の削減

②改革

提案

移設維持管理に係る委託業務契約の複数年契約による経費削減。更なる節電による電気料金の削減。

総事業費①+② 16,383 15,598 16,230

人件費計（千円）② 1,788 2,503

15,295

正規職員所要時間 500 700

臨時職員所要時間

一般財源 14,595 14,814 12,896

その他 0 784 831

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 14,595 15,598 13,727 15,295 諸収入（南信濃自治振興センター雑入）

25年度予算額 特定財源内訳、補足

777

14,518

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　施設の管理（施設管理業務委託及び施設設備保守点検業務委託）

２　公文書収受及び発送

３  防災行政無線による広報（定時及び臨時）

４  会議・教室の開催

１　管理委託件数

２　のべ回数

３  広報（のべ回数）

４  利用状況（のべ開催数）

１　　　　　10件

２ 　　　　700回

３ 　　　 250回

４        　 250回

　

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

１　南信濃地区の自治振興センター及び防災拠点施設として機能維持に務める

（１）管理経費として、賃金、旅費、需用費、役務費、委託料、使用料及び賃借料、工事請負費、公課費等を毎年度計上

（２）用務員（臨時職員）を1名配置

２　情報発信基地としてのほか、まちづくり 委員会、地域協議会、公民館、日赤奉仕団、各種団体等の日常的地域活動の中心的施設とし

て自治振興センターの利用促進に務める

（１）防災行政無線による広報　（２）遠山郷ケーブルテレビ文字放送　（３）埋没木等展示　（４）会議・教室等開催　（５）その他

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

木沢生活センター利用者数 0 0 0 0

6150 6300 6500

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

自治振興センター年間利用者数 6150

28年度見込み

南信濃自治振興センター、基幹集

落センター

2

意図（どういう状態

にするか）

管理運営

向上させたい上位施

策の成果指標

市役所の提供するサービスに対する市民の

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 自治振興センター

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 93 良質な行政サービスの提供

基本計画上

の位置づけ

政策 9 市民と共に進める行政経営

課等名 南信濃自治振興センター 係等名

事業種別 経常 開始 18 終了

事務事業名

会計 一般会計

南信濃自治振興センター管理運営事業

93 事業№ 40 7平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 9 施策№


